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ねらい

平常の活動地を離れ、幽玄の森に囲まれた山間の地で行 うことにより、

を図り、想像力豊かな発想が期待できるといつたことを期し研修を行う

場 所
岐阜県中津りII市付知町字栃本洞

より神経の集中

(標高 700mほ どの山間 0周 りには山桜の高本が林立しているところから「桜山」
と呼ぶ 。様々な鳥の声、谷川のせせらぎが聞こえる)

建物

・母屋は 7つほどの部屋があり、様々に活用の工夫をしている

.   (現 在宿泊のできるよう整備中)
。他に/1ヽ屋が 2, 3棟

・星観ができるよう簡易天文台も整備中

(20cm反 射望遠鏡をはじめ、望遠鏡が数台)
(キ ウイ・柿・ クリなど)

(蕨・むかご。またたび・茸 ?)

・果実の成る本

・そのほか山菜など豊富

研修計画例

日 時 場 所 内 容
1日 目

13:00 道の駅「花街道」集合

13:30 桜山到着・七曜館入館 荷物整理・館内案内・オリ

14100 現地散策

15100 珈琲タイム。音楽鑑賞

16:00 研修会 I 講話・瞑想 。自律諦1練

17:00 夕刻下山 入浴・食事

19100 七曜館研修会Ⅱ 深層心理と哲学

20100 懇親会

22 00 就寝 星観会 (夏の星座)

2日 目

6100 起床・散策 0朝食準備 花の本原生林 。シダレモミ

8100 朝食・休息 共同自炊

10100 研修会Ⅲ 瞑想法・催眠法

12:00 下山

12:00 昼食・観光等 付知峡 0夕森公園

15100 解散



終 轟

標高700mの 深tL(みやま)
遠<には恵那LL脈の全貌を望む
この地は「栃の本潤」と呼ばれ、

近くには花の本の群生雄が

そしてここには何本かの曲桜

従つて「桜曲」と命名

古くには自生林があつたのかとも

かつて民宿を営んだ建物は「t縄酵遭」
しヽくつかの部屋.をその霊途により命基

o音処=「スパイス」
丁市にあったジャズの流れた店の名を頂いて

②茶処=「翡翠」
谷のせせらぎを聞きながらお茶などと

東 白り||

③本処=「一斎庵」(=)
近<の巨市ゆかりの佐藤一斎。 儒学、朱子学などを学ぶ昌
平費の構會 (学長)とし、幕末に台頭した多<の傑物の師であ
る郷主の偉人にちなんで

*そのほか、いろいろ思い描いてはしヽます

†津オ:す (繊 賛丼彎)ど未台尋おどの境に仁置する
ここは ちょっとにた鼻空間

毒薫:えにちょっと一体みをごtていただけたらど

ずも まだ整ってはいません
よろミかったら朝おいてみて下さい

乃葬なども興意にています
ときどき 3いつセヽたように よています

主 象台

(4～ 11月の日曜日 10～ 3時ごろいる予定です )
片田 充 090-9945-2918


